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政
府
に
お
け
る
今
後
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
方
針
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
に
お
い
て
は
、
従
前
か
ら
行
政
改
革
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
近
年
は
、
「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実

現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
七
号
）
に
基
づ
き
、
内
閣
に
五
年
間
の
設
置

期
限
で
行
政
改
革
推
進
本
部
を
置
き
、
各
分
野
に
わ
た
り
総
合
的
に
改
革
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
年
六
月
二
十
二

日
を
も
っ
て
、
行
政
改
革
推
進
本
部
は
設
置
期
限
を
迎
え
て
解
散
し
、
同
本
部
に
関
す
る
業
務
及
び
同
本
部
が
保
有
す
る
行
政

文
書
に
つ
い
て
は
、
内
閣
官
房
行
政
改
革
推
進
室
に
引
き
継
が
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
平
成
二
十
一
年
秋
の
鳩
山
内
閣

発
足
以
降
、
政
府
に
お
い
て
は
、
法
律
に
基
づ
く
組
織
で
は
な
い
も
の
の
、
内
閣
府
に
行
政
刷
新
会
議
を
設
け
、
「
事
業
仕
分

け
」
等
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
手
法
も
導
入
し
つ
つ
、
「
行
政
の
刷
新
」
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
行
政

の
刷
新
」
と
、
従
前
か
ら
の
行
政
改
革
と
の
異
同
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
行
政
改
革
推
進
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
現

状
か
ら
見
て
も
、
政
府
に
お
い
て
、
行
政
改
革
は
、
引
き
続
き
不
断
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の

と
思
料
す
る
。
つ
い
て
は
、
政
府
に
お
け
る
今
後
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
、
以
下
十
一
項
目
に
わ
た
り
質

問
す
る
。

一

内
閣
官
房
行
政
改
革
推
進
室
の
設
置
年
月
日
及
び
法
的
根
拠
を
伺
う
。

一



二

内
閣
官
房
行
政
改
革
推
進
室
と
内
閣
府
行
政
刷
新
会
議
の
担
当
事
務
の
異
同
及
び
両
者
の
業
務
上
の
関
係
を
伺
う
。

三

内
閣
官
房
行
政
改
革
推
進
室
と
内
閣
府
行
政
刷
新
会
議
の
職
員
は
兼
務
発
令
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
別
々
な
の
か
、
現
状

を
確
認
す
る
。

四

内
閣
官
房
行
政
改
革
推
進
室
と
総
務
省
行
政
管
理
局
の
担
当
事
務
の
異
同
及
び
両
者
の
業
務
上
の
関
係
を
伺
う
。

五

本
年
六
月
二
十
二
日
時
点
で
、
五
年
間
の
行
政
改
革
の
成
果
を
、
ご
く
簡
単
な
形
で
は
あ
る
が
、
一
枚
の
文
書
（
表
）
に

ま
と
め
て
公
表
し
た
政
府
の
姿
勢
は
評
価
し
つ
つ
、
以
下
「
重
点
五
分
野
」
に
つ
い
て
の
今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

「
政
策
金
融
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
法
律
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
国
際
協
力
銀
行
を
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
分
離
し
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
及
び
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
株
式
処
分
期
間
を
更
に
三
年
間
後
倒
し
し
た
と
こ
ろ
だ

が
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

六

「
独
立
行
政
法
人
の
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四
月
の
事
業
仕
分
け
も
踏
ま
え
つ
つ
、
「
独
立
行
政
法
人
の
事
務
・
事

業
の
見
直
し
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
個
々
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
同
方
針
で
は
、
「
改
革
の
第
二
段
階
と
し
て
、
同
方
針
を
踏
ま
え
た
独
立
行
政
法
人
の
制
度
・
組
織
の
見
直
し
の
検
討

を
今
後
進
め
る
こ
と
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

二



七

独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
「
独
立
行
政
法
人
整
理
合
理
化
計
画
」
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
を

原
則
凍
結
し
て
、
抜
本
的
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
訳
だ
が
、
そ
も
そ
も
法
人
数
の
縮
減
等
、
整
理
合
理
化
に
対
す
る
政

府
の
取
り
組
み
方
針
は
現
状
ど
う
な
の
か
、
確
認
す
る
。

八

「
特
別
会
計
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
の
事
業
仕
分
け
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
会
計
数

の
削
減
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

九

「
総
人
件
費
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
ま
で
の
五
年
間
で
国
の
行
政
機
関
の
定
員
を
五
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
純
減
し
た
後
は
新
た
な
方
針
が
樹
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
成
二
十
四
年
度
の
定
員
査
定
方
針
を
含
め
、
今
後
の
取
り
組

み
方
針
を
伺
う
。

十

「
国
の
資
産
の
圧
縮
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

十
一

以
上
の
「
重
点
五
分
野
」
以
外
に
、
政
府
と
し
て
行
政
改
革
推
進
な
い
し
行
政
刷
新
の
観
点
か
ら
特
に
重
点
的
に
取
り

組
む
方
針
で
あ
る
分
野
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
と
併
せ
て
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

三


